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の
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Ⅲ
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ベ
ル
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８
月
の
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況
調
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５

組
合
運
営
ク
リ
ニ
ッ
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出
資
証
券
に
つ
い
て
）　

６

不
良
債
権
処
理
就
業
支
援
特
別
奨
励
金
の
ご
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内
な
ど　
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企
業
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イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
）の
案
内　

８
〜
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支
所
だ
よ
り
・
オ
リ
ベ
メ
ッ
セ
ー
ジ　
　
　

事
務
局
だ
よ
り　
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岐
阜
大
学
で
は
、本
年
四
月
文

部
科
学
省
が
公
募
し
た「
大
学
知

的
財
産
本
部
整
備
事
業
」
に
、
産

官
学
融
合
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
応
募
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
地
元
中
小
企
業

と
の
組
織
的
交
流
を
軸
に
し
た
産
学
官
連
携
の
推
進
」
を
図

ろ
う
と
す
る
企
画
が
「
独
創
的
で
注
目
す
べ
き
機
能
や
手
法

を
含
む
」
と
の
理
由
で
「
特
色
あ
る
知
的
財
産
管
理
・
活
用

機
能
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ

た
。

　

中
小
企
業
や
零
細
企
業

の
知
的
財
産
に
対
す
る
保

護
意
識
は
低
い
。

　

現
に
日
本
の
金
型
は
、

世
界
一
の
生
産
額
を
誇
り
世
界
で
約
四
割
近
い
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
世
界
一
の
基
礎
産
業
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
。

全
国
で
約
一
万
二
千
あ
っ
た
金
型
工
場
が
六
千
と
半
減
し

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
図
画
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
海
外
で

コ
ピ
ー
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

金
型
の
み
な
ら
ず
多
く
の
技
術
が
図
画
や
加
工
デ
ー
タ

な
ど
が
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
三
月
に
知
的
財
産
基
本
法
を
施
行
し
、
知
的
財

産
戦
略
本
部
を
設
置
し
て
、
知
的
財
産
の
保
護
や
活
用
に
積

極
的
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　

九
月
の
日
銀
短
観
に
よ
る
と
大
企
業
製
造
業
の
景
況
感

を
示
す
景
況
判
断
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
は
、
二
年
九
ヶ
月
ぶ
り
に

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
と
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
、
実
感
が
な
く
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
岐
阜
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

国
で
採
用
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、
個
人
消
費
の
低
迷
、
設

備
投
資
の
減
退
等
に
よ
り
長

期
低
迷
が
続
い
て
お
り
、
産

業
経
済
を
活
性
化
す
る
方
策

と
し
て
知
的
財
産
の
創
造
、

保
護
及
び
活
用
を
促
進
す
る

た
め
に
も
、
時
宜
を
得
た
事

業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
知
的
財
産
評
価
機
構
（
仮
称
）
等
の
設
立
も
考
え

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
知
的
財
産
（
知
財
）
を
担
保
に
し
た

融
資
制
度
の
構
築
に
向
け
た
検
討
も
開
始
さ
れ
た
。

　

知
的
財
産
を
公
正
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
し
て
も
、
中
小
企
業
の

支
援
機
関
と
し
て
、
岐
阜
大
学
、
関
係
機
関
、
中
小
企
業
の

皆
さ
ん
と
一
層
連
携
を
密
に
し
、
知
的
財
産
支
援
の
た
め
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
。

知
的
財
産
の
保
護
・
支
援

産
学
官
連
携
で
推
進

中央会ホームページ　http://www.chuokai-gifu.or.jp メールアドレス　info@chuokai-gifu.or.jp
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岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
・
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
中
小

企
業
診
断
士
の
伊
藤
猛
雄
氏
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
パ
ネ
リ
ス

ト
に
は
、「
二
〇
〇
三
年
度
緑
化
優
良

工
場
等
経
済
産
業
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
し
た
、
業
務
用
食
材
製
造
の
銀

し
ゃ
り
本
舗
�
社
長
の
渡
辺
大
作
氏
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
製
造
販
売
の
�
明
宝
レ

デ
ィ
ー
ス
の
社
長
で
、
政
府
が
設
け

た
「
地
域
産
業
お
こ
し
に
燃
え
る
人
」

に
選
ば
れ
、
小
泉
純
一
郎
首
相
と
の

懇
談
会
に
出
席
し
た
本
川
栄
子
氏
、

飲
食
店
・
新
規
開
業
のSlow

food＆

C
offee

橙
代
表
の
森
本
富
美
子
氏
、

印
刷
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
の
杉
浦
紙

工
�
社
長
の
杉
浦
克
彦
氏
を
迎
え
、

創
業
の
動
機
や
現
状
の
問
題
点
な
ど

を
語
っ
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
自
分
た
ち

が
作
っ
た
商
品
に
自
信
を
持
ち
、
明

確
な
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
つ
こ
と

が
大
事
」「
心
か
ら
や
り
た
い
こ
と
、

自
信
が
も
て
る
こ
と
、
や
り
遂
げ
る

強
い
意
思
、
失
敗
し
て
も
自
分
の
責

任
で
処
理
す
る
意
識－
な
ど
が
大

切
」
な
ど
と
来
場
者
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
。

　

こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
組
合
等

活
性
化
情
報
（
第　

号
）
に
て
掲
載

９４

す
る
予
定
で
す
。

迎
え
、
今
年
は
「
花
と
美
濃
焼
の
器
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ミ
ニ
タ
イ
ル
を

並
べ
て
花
の
絵
を
作
る
「
タ
イ
ル

ア
ー
ト
」
や
人
間
国
宝
の
加
藤
卓
男

氏
が
作
成
し
た
陶
器
に
花
を
生
け
た

展
示
場
も
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
来
場

者
は
花
と
陶
器
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

楽
し
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
各
会
場
で
は
陶
磁
器
の
廉

売
市
や
蔵
出
し
市
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

産
業
観
光
の
推
進
を
意
識
し
て
企
画

し
た
焼
き
物
の
街
を
散
策
す
る
窯
元

め
ぐ
り
が
好
評
で
あ
っ
た
。
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陶
磁
器
産
地
四
地
区
が
連
携
し
て

美
濃
焼
の
Ｐ
Ｒ
や
焼
き
物
の
魅
力
な

ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
美
濃
焼
窯
場

め
ぐ
り
」
が
十
月
四
、
五
日
の
両
日
、

多
治
見
市
市
之
倉
【
市
之
倉
陶
磁
器

工
業　

＝
安
藤
日
出
武
理
事
長
】、
笠

（協）

原
町
【
笠
原
陶
磁
器
工
業　

＝
中
島

（協）

廣
明
理
事
長
】、
土
岐
市
下
石
町
【
下

石
陶
磁
器
工
業　

＝
土
本
晋
平
理
事

（協）

長
】、
同
市
駄
知
町
【
駄
知
陶
磁
器
工

業　

＝
加
藤
征
吾
理
事
長
】
の
各
会

（協）
場
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑

わ
っ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
五
年
目
を

�
�
�
�
�
�
�
�

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、『
ベ
ン
チ
ャ
ー

ふ
れ
あ
い
の
場
Ⅲ
』
を
九
月
二
十
四

日
に
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し

た
。

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
新
規
創
業

を
目
指
し
て
い
る
方
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
、中
小
企
業
者
等
を
対
象
に「
創

業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
き
、
創
業
に
関
す
る
問
題
点
、

新
商
品
や
新
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
に

お
け
る
問
題
を
解
決
し
た
事
例
発
表

を
行
い
、
企
業
経
営
の
向
上
を
支
援

す
る
事
を
目
的
に
開
催
し
た
。

　

創
業
を
志
す
人
た
ち
約
八
十
名
が

参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ

ネ
リ
ス
ト
ら
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
第
二

創
業
な
ど
を
目
指
す
人
た
ち
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。
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美
濃
焼
の
産
地
Ｐ
Ｒ

東
濃
四
地
区
で
開
催

創業の先輩から助言
����������	
���

ベンチャーふれあいの場Ⅲ
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今
月
は
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
加
入
促
進
強
化
月
間
」
で
す
！　
【
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
】

団
体
な
ど
二
十
の
企
業
・
団
体
が
出

展
し
、
定
番
商
品
か
ら
最
新
作
ま
で

約
四
千
点
を
展
示
し
た
ほ
か
、
総
額

八
百
万
円
の
家
具
が
当
た
る
ス
ピ
ー

ド
く
じ
と
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
掘
り
だ

し
市
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
飛
騨
の
伝
統
的
工
芸
品
展
」

で
は
、国
指
定
伝
統
工
芸
品
の
飛
騨
春

慶
、
一
位
一
刀
彫
を
は
じ
め
、
県
郷
土

工
芸
品
の
渋
草
焼
、
小
糸
焼
、
山
田
焼

な
ど
約
百
三
十
点
を
披
露
し
た
。

　

飛
騨
春
慶
と
一
位
一
刀
彫
は
、
飛

騨
人
が
木
の
持
つ
自
然
の
美
し
さ
を

最
大
限
に
引
き
出
そ
う
と
編
み
出
し

た
技
で
、
美
し
い
木
目
が
漆
塗
り
に

浮
き
出
た
飛
騨
春
慶
の
お
盆
や
、
木

目
の
流
れ
や
赤
太
、
白
太
と
い
っ
た

木
の
色
合
い
を
巧
み
に
利
用
し
た
一

位
一
刀
彫
は
、
作
り
手
の
木
に
対
す

る
愛
情
が
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
が

多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。

国
か
ら
集
ま
っ
た
バ
イ
ヤ
ー
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
①
展
示
会
で

「
良
い
」
と
感
じ
た
ら
即
時
に
メ
ー

カ
ー
に
連
絡
で
き
る
具
体
的
な
商
品

表
示
②
「
バ
イ
ヤ
ー
シ
ー
ト
」
に
記

入
し
て
も
ら
い
メ
ー
カ
ー
側
か
ら
も

連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
③
バ
イ

ヤ
ー
向
け
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

デ
ス
ク
」
の
設
置
な
ど
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
た
。

　

岐
阜
ア
パ
レ
ル
を
全
国
に
発
信
す

る
「
第
四
十
三
回
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ェ
ア
（
主
催
＝　

岐
阜
フ
ァ
ッ

（社）

シ
ョ
ン
産
業
連
合
会
）」
が
十
月
一
、

二
日
の
両
日
、
岐
阜
ぱ
・
る
・
る
プ

ラ
ザ
岐
阜
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
合
テ
ー
マ
「
ザ
・
リ
ア
ル
・
ス

タ
イ
ル
」
に
基
づ
き
、
参
加
各
社
に

よ
る
総
合
展
示
ゾ
ー
ン
と
、
一
般
公

募
し
た
県
民
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
た
作
品
展
示
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
概
念
や
ス
タ
イ
ル
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
原
点
に
立
ち

戻
り
、
岐
阜
ア
パ
レ
ル
の
魅
力
と
総

合
的
な
商
品
の
企
画
・
提
案
力
を
全

　

協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
（
北

村
斉
理
事
長
）は
、『
２
０
０
３
飛
騨
・

高
山　

暮
し
と
家
具
の
祭
典
』
を
九

月
三
〜
七
日
ま
で
、
高
山
市
中
山
町

の
飛
騨
ビ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し

た
。
飛
騨
の
匠
の
伝
統
技
術
と
現
代

ク
ラ
フ
ト
や
伝
統
工
芸
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
飛
騨
の
粋
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
よ
う
と
多

彩
な
催
し
が
開
か
れ
、
若
者
や
家
族

連
れ
、
カ
ッ
プ
ル
な
ど
で
賑
わ
い
を

見
せ
た
。

　

今
年
は
『
飛
騨
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
』
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
組
合
関
係

者
は
「
消
費
者
に
、
飛
騨
と
い
え
ば

家
具
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た

い
」
と
話
し
て
お
り
、
そ
の
言
葉
通

り
今
年
は
、
展
示
方
法
に
工
夫
を
凝

ら
し
、
展
示
場
を
家
と
見
た
て
て
、

居
間
や
寝
室
な
ど
、
飛
騨
の
家
具
の

あ
る
生
活
空
間
を
演
出
し
た
。

　

飛
騨
高
山
で
修

行
し
江
戸
で
活
躍

し
た
と
い
う
江
戸

初
期
の
伝
説
的
名

工
、
左
甚
吾
郎
の

紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、

家
具
や
照
明
、
小

物
な
ど
の
メ
ー

カ
ー
、
木
工
関
連
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全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
に
向
け
情
報
発
信

家具のある生活様式を提案
　2003　飛騨・高山

暮らしと家具の祭典　

����������

母子家庭の母の雇い入れを促進しましょう！
８月１１日より「母子家庭の母の就業の支援に関す

る特別措置法」が施行されました。施策の活用等

により、母子家庭の母の雇い入れを促進して頂き

ますようお願いいたします。 ��� 【岐阜労働局】
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■アイデアに高い賞賛の声
　「デザインやフォームが非常に素晴らしい。会場に日本
の雰囲気を漂わせ、ひときわ強い印象を与えている。」、
「ブースのデコレーションが、ヨーロッパの食卓に和食
器をどのように取り入れるかの良いアイデアを提案して
いる。」などの高い賞賛の声が来場者からあがった。
　そして、商談件数は昨年に比べほぼ倍増した。
　世界最大規模の国際消費財専門見本市「テンデンス・
ライフスタイル 2003」がドイツ・フランクフルトにおい
て、8月 22 日から 26 日まで開催された。瑞浪市の陶磁
器関連業者からなるフランクフルト出展ＰＲ委員会が
「みずなみ焼」を出展し、今回も精力的に商談を繰り広
げた。全般的に厳しい状況である陶磁器業界において、
瑞浪市の有志が世界に目を向け積極的に活動し、着実に
成果を挙げようとしている。

■世界最大規模の国際消費財専門見本市
　「テンデンス・ライフスタイル 2003」には、名古屋ドー
ムのグラウンド約 16 個分に相当する会場（約 21 万�）
に、陶磁器をはじめ、食器やキッチン用品、インテリア
用品など、家具以外のあらゆる暮らし周り商品が並ぶ。
世界 85 ヶ国の 3,825 の企業・団体が出展し、期間中の来
場者は 108 ヶ国から約 10 万人を数える。そして、来場者
の 4人に 1人が開催国ドイツ以外から訪れることからも、
規模、国際色の両面を備えたまさに世界最大規模の見本
市として、陶磁器関連業者にとっても絶好の商談機会と
なっている。
■MIZUNAMI Corporation
　この見本市に出展したフランクフルト出展ＰＲ委員会
は、瑞浪市内の陶磁器関連６団体などから有志が結束し、
2000 年に発足した企業連合体。2月の「アンビエンテ」、
8月の「テンデンス」からなる消費財専門見本市フラン

ク フ ル ト・メ ッ セ に、
「MIZUNAMI Corporation」
として出展し、今回で 4回
目となる。世界へ「みずな
み焼」ブランドを発信し、
瑞浪市の陶磁器が世界で認
められる独自の価値とイ
メージを築き上げることを
目指す。ＰＲ委員会の松崎
捷也委員長をはじめ、OEM
中心の生産から、独自の企
画・提案型の生産に転換することが、瑞浪市の伝統基幹
産業である陶磁器業界全体の活性化に繋がることを関係
者全てが確信している。
■新たな活路
　アジア諸国の技術力向上と安価攻勢により、もはや日
本の陶磁器業界がOEM生産に頼って生き残ることは難
しい状況となっている。陶磁器の国内生産量は、96 年の
29.6 万トンから、00 年には 19.6 万トンに減少。この 5年
間で生産量は 3分の 2になったことになる。一方で同期
間に輸入品の国内シェアは 9.0％から 23.4％にまで増加
した（出所：雑貨統計年報、日本貿易月表）。
　先進の国内企業や産地が安価なアジア製品の攻勢を受
ける中、「みずなみ焼」の取り組みは必至の方向であるか
もしれない。しかし単独では困難なことに対し複数が集
まり努力することで、独自ブランドでの海外展開という
新たな活路を導くだけでなく、中期にわたる確固たる戦
略の中で着実に成果を上げることに繋がっている。とり
わけ有志を中心に盛り上がった取り組みであることに、
その成功の秘訣があるのかもしれない。
■「みずなみ焼」を支える人々
　今回の出展には「みずなみ焼」のフランクフルト出展
を実現させるためにトップセールスを繰り広げ、常にＰ
Ｒ委員会を支援し続けてきた�嶋瑞浪市長が同行した。
瑞浪市以外からもデザイナーや商社などが将来の飛躍を
見越して「みずなみ焼」に協力を続けている。他にも地
元の県議や市議など、瑞浪市の陶磁器業界の発展を願う
人々が団結してこの事業に取り組んでいる。
　ＰＲ委員会を中心に、目的を同じくした多くの人々の
協力が、「みずなみ焼」の今後の一層の発展を大きく期待
させる。そして来年２月には、さらに企画・デザイン力
を高め、再びドイツ・フランクフルトから「みずなみ焼」
の存在感が世界に示されることとなるだろう。「みずなみ
焼」の躍進に注目したい。

　

「みずなみ焼」を世界に発信　　　　　
　　フランクフルト・メッセ出展　　

岐阜県ベルリン駐在員　吉 村 竜 一
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　県内中小企業主要業種の景気動向
（８月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

８月景況調査
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調査項目

業　　種

▲△△▲△▲窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲▲△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△△△△△鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
▲△△▲▲△メ　 ッ　 キ
△△△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
▲△△△▲▲電 気 機 械 器 具
▲▲△▲▲○輸 送 機 器
▲△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△▲△▲総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲△▲陶　 磁　 器
○△△△△△機械工具・工作機械
△△△△▲▲青　 　 果
▲▲△△△△水　 産　 物
▲△▲▲▲▲家 電 機 器 販 売
▲△△▲△△メ ガ ネ 販 売
△△△△▲▲中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
▲△○△△▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△△▲▲▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲△▲△△豆 腐 製 造
▲△△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
▲△△▲△▲菓　 　 子
○○○○△○米　 　 菓
▲△▲▲▲▲酒　 　 造
▲△△▲△▲製 麺
▲△▲▲△△撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△△△▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
▲△△△△△メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△△▲△△△縫　 　 製
○○△○△○製　 　 材
△△△△△○銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△▲△▲△▲家 具 （ 飛 騨 ）
△▲△△○△東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲▲△△△△紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
▲▲△▲▲△プ ラ ス チ ッ ク
▲▲▲△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲△▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲▲▲タ イ ル
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業　　種

▲▲▲▲△▲岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
△△▲△△△多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△△車 体 整 備
△△△▲△▲タ イ ヤ 整 備
△△○○△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△△△▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△▲高 山 旅 館
▲▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△▲広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△▲△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
△△△▲▲△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△○○○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
▲△▲▲▲▲鉄 構 造 物
――――――電 気 工 事
△△△▲△▲管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
▲▲▲▲△▲建　 　 具
△▲△▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△▲▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲△▲▲△▲軽 運 送
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組合運営クリニック

●出資証券について
　
　組合は、出資金の払込みのあったときは、直ちに組合員にあてて出資証券を発行することが
望ましいです。出資証券は法律に定められたものではなく、あくまで任意に発行されるもので
あり、その性格も証拠証券ですが、組合と組合員との関係を証明する重要なものであり、出資
証券は必ず作成し、組合員に交付すべきものと考えます。
　出資証券は、往々にして株券などと同様の有価証券と考えられて、売買できるのではないか
ととられやすいのですが、組合における組合員の持分の譲渡は、出資証券の引渡しを何らその
要件とするものではなく、法律上の譲渡手続きは、出資証券と関係なしに行われるものです。
　出資証券は、あくまでも組合員が組合に対して有する出資口数の証明証書なので、増資や持
分譲渡を明確にするため、手続きの一つとして出資証券の提出・書換えを義務付けることは何
ら差し支えなく、出資証券を発行する以上当然の措置と考えます。

見

　

本
　

岐阜県中小企業団体中央会では、出資証券の発行を支援しております。

詳しくは、組織指導チーム（058-277-1102）まで、お問い合わせ下さい。

Ｑ．組合では出資証券を発行しておりますが、先日組合員から「出資証券を紛失した」との連
絡を受けました。市場に出回る可能性も危惧されるので、どのような手続きをしたらよいで
しょうか？

Ａ．まず、協同組合等の出資証券は一般の有価証券とは異なり、市場性を有する証券ではあり
ません。組合と組合員との間の特定契約に基づく法律行為についての証書です。
　これを紛失した場合の手続きについてですが、組合員は組合に対して『紛失届』を提出し
ます。これに対し組合は、出資台帳に記帳し、新たに出資証券を再交付するだけの手続きで
十分です。
　紛失した証券に対する公示、催告の手続きは一切必要ありません。
　また、紛失した証券を他人が拾得した場合ですが、例えば、拾得者が組合員であり拾った
証券に対する払戻請求をしようとしても、“組合員の持分譲渡は組合の承諾を得なければ他の
組合員にこれを譲り渡すことができない（中協法第 17 条）”ため、このような払戻請求は無
効となります。
　出資証券は、組合と組合員との関係を証明する重要なものであり、組合員が組合に対して
有する出資口数の証明証書だということを、ご理解下さい。
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不良債権処理就業支援特別奨励金のご案内

　支援対象者を、常用雇用として雇い入れたり、トライアル雇用として受け入れた場合に、不良債権処理就業支援
特別奨励金が支給されます。
※支援対象者とは（両方の要件に該当する者）
①不良債権処理の影響により離職した方として、「雇用調整方針対象者証明書」の交付を受けた方
②30歳以上60歳未満の方
●支援の内容
　１．雇入れ奨励金
　　�　支給対象となる事業主
①雇入れの直前６ヶ月間から奨励金支給までの間に常用労働者を事業主都合により解雇（勧奨退職を含む。）
したことがないこと
②支援対象者を常用雇用として新たに雇い入れること

　　�　支給額
　　支援対象者１人当たり60万円（新規・成長分野の事業を行う場合は70万円）
　２．トライアル雇用奨励金
　　�　支給対象となる事業主
①上記１．�の①に該当していること
②支援対象者をハローワークまたは民間の職業紹介事業者の紹介によりトライアル雇用として受け入れること

　　�　支給額
①トライアル雇用の後、常用雇用に移行した場合
　支援対象者１人当たり45万円（新規・成長分野の事業を行う場合は55万円）
②トライアル雇用の後、常用雇用へ移行しなかった場合
　支援対象者１人当たり月額５万円（最大３ヶ月分）

【お問い合わせ先】
　奨励金の支給申請等についての詳しい内容は、�産業雇用安定センター岐阜事務所＜TEL 058（264）7573＞また
は最寄のハローワークにお問い合わせ下さい。

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る

制
度
で
す
。
仮
に
最
低
賃
金
よ
り
低

い
賃
金
を
労
使
合
意
の
上
で
定
め
て

も
、
そ
れ
は
法
律
に
よ
り
無
効
と
さ

れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
定
め
を

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
、

臨
時
な
ど
を
問
わ
ず
、
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
と
労
働
者
を
一

人
で
も
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
岐
阜
県
の
最
低
賃
金
は
時
間

額
６
６
８
円
（
平
成
十
四
年

十
月
一
日
〜
）
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

岐
阜
市
金
竜
町
五－

一
三

岐
阜
合
同
庁
舎
三
階

�
〇
五
八－

二
四
五－

八
一
〇
四

岐
阜
労
働
規
準
監
督
署

岐
阜
市
五
坪
町
一
四
五
〇－

二
一

岐
阜
労
働
総
合
庁
舎
三
階

�
〇
五
八－

二
四
七－

一
一
〇
一

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

平
成
十
五
年
度
岐
阜
県
最
低
賃
金
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　東海職業能力開発大学校

企業委託実習（インターシップ）のご案内
　

　大学校では、急激な技術革新の進展や産業構造の変化に伴い、学生に生産現場を直接体験さ
せることが、教育訓練上重要であるとの観点から、企業委託実習（インターシップ）を実施し
ます。
　
　１．目　　的　　職業観の滋養
　２．対象学生　　専門課程２年次生（短期大学の２年次相当）
　　　　　　　　　応用課程２年次生（大学の４年次相当）
　３．実施期間　　平成１５年１１月１０日（月）～１１月２１日（金）［土日、夜間を除く］
　４．委 託 費　　実習生１人あたり、９６４円×日数をお支払いします
　
◆東海職業能力開発大学校のご紹介

　職業能力開発促進法に基づいて設置された公共職業能力開発施設です。
　「科学・技術・技能の融合」を教育理念に、独自の教育訓練システムや、小人数で、最新鋭の
実験・実習機器を豊富に取り揃えた教育訓練環境を最大限に生かした「実学融合教育」により、
高度化、高付加価値化を続ける時代の要請に対応した「ものづくり」のできる人材の育成を行っ
ています。
　①専門過程（２年間）：高等学校卒業者等を対象にテクニシャン・エンジニアを育成
　　　［生産技術科、制御技術科、電子技術科、情報技術科］
　②応用過程（２年間）：専門課程修了者等をを対象に生産現場のリーダーを育成
　　　［生産機械システム技術科、生産電子システム技術科、生産情報システム技術科］
　
◆インターシップとは？

　大学校が計画している企業委託実習（インターシップ）とは、「学生が在学中に自らの専攻や
将来のキャリアに関連した就業体験を行うことで、企業と当大学校との連携によって行われる
もの」を指します。
　学生が、生産現場を体験することで職業人・社会人としての認識を深めること、自己の専攻
分野の適性及び不足している能力についても認識することにより、職業意識の形成を図ること
を目的としています。
　さらに、大学校で実施している教育訓練の内容を確認し、カリキュラムに反映させ、時代に
対応した「ものづくり」のための職業訓練の展開に努めています。
　
　実習生の受入れの可否等につきまして、回答用紙にご記入の上、ＦＡＸにてご返信頂きます
ようお願い申し上げます。
　
　　※詳細のお問い合わせは・・・
　　　〒５０１－０５０２　岐阜県揖斐郡大野町古川１－２
　　　　東海職業能力開発大学校　学生課　藤岡、竹内、田中
　　　　TEL ０５８５－３４－３６０１　　FAX ０５８５－３４－２４００
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企業委託実習（インターシップ）のご回答用紙

　
御社名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　
１　企業委託実習（インターシップの受け入れについて）

　①受入れ可能　　　　　②今回は難しい　　　　　③受入れできない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑ 差し支えない範囲で理由をおきかせください。

２　受け入れ可能人数

◇◇◇　ご協力ありがとうございました　◇◇◇
東海職業能力開発大学校　

　学務課　藤岡、竹内、田中　
　FAX　０５８５－３４－２４００　

〒　　　－

　　　　　県　　　　　市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所　 在　 地

従業員数業種又は主力製品

所属部署
ご回答者御芳名

電　　話

人　数専　攻　科

生　産　技　術　科
専　

門　

課　

程

制　御　技　術　科

電　子　技　術　科

情　報　技　術　科

人　数専　攻　科

生産機械システム技術科応
用
課
程

生産電子システム技術科

生産情報システム技術科

ＦＡＸにて�
返信下さい�

�
…　

・　

月
は
平
成
十
五
年
度
小
規
模
企
業
共
済
制
度
及
び
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
全
国
加
入
促
進
強
調
月
間
で
す
！

１０

１１

【
中
小
企
業
総
合
事
業
団
】
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日
本
三
大
美
祭
と
し
て
名
高
い
高

山
祭
り
。
高
山
祭
り
は
春
の
山
王
祭

り
と
、
秋
の
八
幡
祭
り
の
総
称
を
い

い
ま
す
。

　

春
の
山
王
祭
り
は
、
例
年
４
月
の

　

日
・　

日
に
開
催
さ
れ
、　

台
の

14

15

12

屋
台
が
引
き
揃
え
ら
れ
、　

日
の
夜

14

に
は
、
曳
き
別
れ
と
呼
ば
れ
る
夜
ま

つ
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
の
八

幡
祭
り
は
、
例
年　

月
の
９
日
・　

10

10

日
に
開
催
さ
れ
、　

台
の
屋
台
が
曳

11

き
揃
え
ら
れ
、
９
日
の
夜
に
は
、
宵

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

り
の
形
式
に
は
、
京
都
・
名
古
屋
・

関
東
系
統
の
３
種
類
あ
り
、
高
山
の

も
の
は
名
古
屋
系
統
を
引
く
も
の
で

す
。
秋
の
八
幡
祭
り
で
は
、
高
山
の

屋
台
の
中
で
最
も
古
い
台
の
一
つ
で

あ
る
「
布
袋
台
」
の
か
ら
く
り
奉
納

が
行
わ
れ
、
か
ら
く
り
人
形
の
繊
細

で
巧
妙
な
動
き
に
、
ど
よ
め
き
と
拍

手
喝
采
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

古
い
香
り
が
残
る
街
並
み
を
ち
ょ

う
ち
ん
で
飾
れ
ら
た
ま
つ
り
屋
台
の

行
列
が
練
り
歩
く
様
は
、
大
変
幻
想

的
で
す
。
来
年
の
高
山
祭
り
へ
、
是

非
お
出
か
け
下
さ
い
！

　

高
山
祭
が
日
本
の
三
大
美
祭
の
一

つ
と
し
て
名
高
い
の
は
、
動
く
陽
明

門
と
い
わ
れ
る
屋
台
が
あ
る
た
め
で

す
。
荘
厳
で
華
麗
、
絢
爛
で
豪
華
、

そ
れ
に
幽
玄
と
哀
愁
が
ほ
ど
よ
く
融

合
し
た
屋
台
は
、
伝
統
美
と
工
芸
美

が
一
如
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
つ
り
の
呼
び
物
の
一
つ
に
か
ら

く
り
の
奉
納
が
あ
り
ま
す
。
か
ら
く

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

絢
爛
豪
華
な
屋
台
を
曳
き
揃
え
る
高
山
祭

�
�
�
�
�
�
�

　

中
央
会
が
九
月
十
六
日
、
辻
正
会

長
、
岡
本
太
右
衛
門
・
加
藤
智
子
・

戸
島
一
博
・
関
道
朗
各
副
会
長
が
県

庁
に
梶
原
知
事
を
訪
問
し
、
岐
阜
県

が
十
月
か
ら
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

で
行
う
「
オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
Ｙ
」

in

事
業
に
対
す
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

届
け
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
オ
リ
ベ
イ
ズ
ム

と
岐
阜
県
の
産
品
や
観
光
を
世
界
に

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
中

央
会
傘
下
の
関
係
者
も
記
念
茶
会
や

ク
ラ
フ
ト
展
・
観
光
展
に
参
加
し
、

中
央
会
挙
げ
て
応
援
す
る
」
な
ど
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
知
事
に
手
渡
し
た
。

　

ま
た
、
訪
問
し
た
五
人
の
正
副
会

長
の
他
に
、
加
藤
愛
之
輔
副
会
長
を

含
め
た
六
人
か
ら
、
ク
ラ
フ
ト
展
・

観
光
展
に
対
す
る
協
賛
金
六
十
万
円

も
届
け
た
。

　

梶
原
知
事
は
、「
県
産
品
を
総
合
的

に
Ｐ
Ｒ
し
、「
家
具
・
焼
き
物
・
紙
」

な
ど
の
セ
ッ
ト
と
し
て
県
産
品
を
海

外
へ
売
り
出
す
事
業
と
し
て
い
き
た

い
と
期
待
を
語
っ
た
。

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

ル
）
が
開
催
さ
れ
る
が
、
特
別
展
示

と
し
て
岐
阜
県
の
陶
芸
作
家
、
林
恭

助
氏
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
、『
曜
変
天

目
』
が
展
示
さ
れ
る
。

　

曜
変
（
よ
う
へ
ん
）
と
は
、
漆
黒
の

釉
面
に
結
晶
に
よ
る
様
々
な
斑
紋
が

群
を
な
し
て
現
れ
、
そ
の
周
り
が
瑠

璃
色
の
美
し
い
光
を
放
っ
て
い
る
も

の
を
い
い
、
天
目
（
て
ん
も
く
）
と

は
、
鉄
分
を
多
く
含
ん
だ
黒
い
釉
薬

の
か
か
っ
た
焼
き
物
の
呼
称
で
あ
る
。

「
曜
変
天
目
」茶
碗（
作
＝
林
恭
介
）

　

オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
Ｙ
「
ク
ラ

in

フ
ト
展
・
観
光
展
」（　

月　

日
〜　

10

28

11

月
２
日
＝
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
・
ホ
ー

建 設 足 場 事 業 協 同 組 合
理 事 長　青　 山　　　 馥

羽島市 福 寿 町 ６ 丁 目 ２１ 番 地 １
リバティ第一ビル

�〈058〉397-0233　〒 501-6257
FAX 〈058〉 3 9 7 - 0 2 3 7

���������	
��������

オ
リ
ベ　

Ｎ
Ｙ
を
応
援

in中
央
会
正
副
会
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
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この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

　

九
月
十
八
日
か
ら
二
日
間
、　

シ
（社）

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
岡
山

（
中
島
博
会
長
）
が
来
県
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
を
視
察
後
、

意
見
交
換
会
を
行
い
、
地
場
企
業
の

情
報
化
支
援
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
た
。

　

会
合
で
は
、
双
方
が
、
両
県
の
情

報
化
の
現
状
や
各
団
体
の
活
動
概
要

を
説
明
。
意
見
交
換
で
は
中
国
や
イ

ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
と
の
連
携
事

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

　

中
央
会
は
、
法
人
に
お
い
て
来
年

四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
課
税
期

間
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
、
消
費
税

の
事
業
者
免
税
点
制
度
の
適
用
上
限

が
三
千
万
円
か
ら
一
千
万
円
に
、
簡

業
の
可
能
性
や
両
県
の
中
小
企
業
の

情
報
化
支
援
の
振
興
策
に
つ
い
て
の

発
言
が
活
発
に
交
わ
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
模
索
し
た
。

　

辻
正
岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
会
長

か
ら
は
「
岐
阜
県
と
岡
山
県
は
同
規

模
の
自
治
体
で
あ
り
、
色
々
な
意
味
で

縁
も
深
い
。
来
年
に
は
大
阪
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
岡

山
県
の
応
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

〈
十
一
月
中
〉

４
日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
・
エ
ク
セ
ル

初
級
編
（　

時
〜
／
ド
リ
ー
ム
コ

10

ア
）

　

労
働
問
題
研
修
会
（　

時　

分

13

30

〜
／
飛
騨
総
合
庁
舎
）

６
日　

労
働
問
題
研
修
会
（　

時　
13

30

分
〜
／
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
）

７
日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
・
エ
ク
セ
ル

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�

���

　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会

（社）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

事
項
等
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
二
億
円

か
ら
五
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

等
の
措
置
に
対
応
す
る
た
め
、
岐
阜
・

東
濃
・
飛
騨
の
三
会
場
で
研
修
会
を

開
催
し
た
。

　

中
央
会
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に

対
応
す
る
組
合
等
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
質
問
・
相
談
等
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
尋

ね
下
さ
い
！

地
域
交
流
会
開
催

　

月　

日　

揖
斐
川
町

１１

２６

達
（
岐
阜
県
庁　

知
事
室
）

　

日　

第
４
回
織
部
賞
授
賞
式
（
ソ

20
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場

24
Ⅲ
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

〜　

日　

平
成　

年
度
東
海
北
陸

25

26

15

ブ
ロ
ッ
ク
中
央
会
会
長
会
議
（
フ

レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
／
松
坂
市
）

〈
九
月
中
〉

２
日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
・
女
性
経
営
者
懇
談
会
（
グ
ラ

ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

８
〜
９
日　

な
に
わ
サ
ミ
ッ
ト
２
０

０
３
（
新
阪
急
ホ
テ
ル
／
大
阪
市
）

　

日　

岐
阜
県
中
央
会
常
務
会
（
グ

10
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

11
表
者
会
議
（
全
国
中
央
会
）

　

日　
「
オ
リ
ベ
２
０
０
３　

N
Y
」

16

in

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
知
事
に
伝

　

中
央
会
は
、　

月　

日　

揖
斐
総

11

26

（水）

合
庁
舎
（
揖
斐
川
町
上
南
方
）
で
地

域
交
流
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

同
交
流
会
は
、「
温
故
知
新
」
を

テ
ー
マ
に
株
式
会
社
サ
ム
ソ
ン
の
野

村
貢
造
会
長
か
ら
ご
講
話
頂
き
、
続

い
て
「
知
っ
て
得
す
る
債
権
管
理
・

回
収
の
実
務
」
に
つ
い
て
古
田
修
弁

護
士
よ
り
ご
講
話
頂
き
ま
す
。
ま
た
、

組
合
等
に
関
す
る
個
別
相
談
の
時
間

も
設
け
る
予
定
で
す
。
組
合
運
営
等

に
お
い
て
日
頃
疑
問
に
感
じ
て
い
る

初
級
編
（　

時
〜
／
多
治
見
商
工

10

会
議
所
）

　
　

労
働
問
題
研
修
会
（　

時　

分

13

30

〜
／
岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
）

　

日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
・
エ
ク
セ
ル

11
応
用
編
（　

時
〜
／
ド
リ
ー
ム
コ

10

ア
）

      
連
携
組
織
等
調
査
開
発
等
支
援

事
業
・
第
４
回
事
業
委
員
会
（　
17

時
〜
／
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
・
エ
ク
セ
ル

14
応
用
編
（　

時
〜
／
多
治
見
商
工

10

会
議
所
）

　

・　

日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
・
ア
ク

17

19
セ
ス
初
級
編
（　

時
〜
／
多
治
見

10

商
工
会
議
所
）

　

・　

日　

パ
ソ
コ
ン
研
修
・
ア
ク

21

27
セ
ス
応
用
編
（　

時
〜
／
多
治
見

10

商
工
会
議
所
）

　

日　

地
域
交
流
会
（　

時　

分
〜

26

13

30

／
揖
斐
総
合
庁
舎
）

　
　

組
合
等
別
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（　

時
〜
／
岐
阜
産
業
会
館
）

15
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

「
消
費
税
研
修
会
」開
催

べ
、岐
阜
県
施
策
の
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
岐
阜
・

大
阪
・
岡
山
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
）連
合

を
推
進
し
、両
県
の
情
報
産
業
発
展
の

た
め
に
連
携
し
て
い
く
旨
、確
認
し
た
。

　

ま
た
、
十
九
日
に
は
Ｖ
Ｒ
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
の
視
察
や
岐
阜
県
と
の
意
見

交
換
も
あ
り
、「
電
子
行
政
」、「
情
報

ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
等
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

�
…
十
一
月
は
連
携
組
織
推
進
月
間
で
す
！　
【
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
組
織
の
設
立
・
運
営
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は　

�
〇
五
八－
二
七
七－

一
一
〇
二　

組
織
指
導
チ
ー
ム
ま
で


